
  推 薦 の 言 葉

わたしたちも応援します。 

福井経済同友会 代表幹事
増田 仁視  
次代を担う人づくりは, 喫緊の課題となっており
ます。全国の先進モデルと評価されている福井大
学の教職大学院がこの課題に真っ向から取り組み, 
人間力と創造力あふれた教師人材育成に大きく貢
献することを期待しております。

福井新聞社 代表取締役社長
吉田 哲也
変革の時代にあって次代を担う子どもたちの教育
の充実がますます重要となっています。教員の皆
様が福井大学教職大学院で研鑽を積まれ, 専門的力
量を高められることは大変意義深いことと考えま
す。郷土の発展を支える人材育成に大きく貢献さ
れることを期待いたします。

21世紀の社会を支える子どもたちの人間力を育
てるためには, 家庭, 地域, 学校の連携による社
会全体の教育力の向上が何より重要となります。
そのために, 福井大学の教職大学院には, 高度な
専門性と実践力を備えた教員の養成を期待した
いと思います。

福井県 教育委員会 教育長
広部 正紘



福井へのアクセス
大阪・京都方面から
JRで 大Rで 大阪・京都-湖西線経由-福井

 （特急で, 京都から約1時間30分, 大阪から約2時間）
自動車で 大阪・京都<名神>-米原JCT-<北陸>-福井・福井北・丸岡IC
 （京都から約2時間30分, 大阪から約3時間）

名古屋・静岡方面から
JRで 静Rで 静岡・名古屋-米原経由-福井

 （名古屋から新幹線・特急で約1時間40分, 特急で約2時間）
自動車で 名古屋自動車で 名古屋-<名神>-米原JCT-<北陸>-福井・福井北・丸岡IC
 （約2時間30分）

東京方面から
飛行機で 東京羽田-小松空飛行機で 東京羽田-小松空港（1時間）-福井（連絡バス1時間）
JRで 東京Rで 東京-米原経由-福井（新幹線・特急3時間30分）
自動車で 東京自動車で 東京-<東名・名神>-米原JCT-<北陸>-福井・福井北・丸岡IC（約7時間）
 ※高速バスもあります。

お問い合わせ先

福井大学学務部入試課
〒910-8507  福井県福井市文京3-9-1
TEL：0776-27-9927   E-mail : g-nyusi@ad.u-fukui.ac.jp

なお, 入試情報, 各専攻・専修教員の研究分野・研究業績等の詳細は
本学ホームページ をご覧ください。
平成22年5月発行

JR福井駅から文京キャンパスへは
●えちぜん鉄道…………福井駅→福大前西福井駅下車
　　　　　　　　　　　（約10分）
●バス（10番のりば）……JR福井駅前→福井大学前下車
　　　　　　　　　　　（約10分）
●タクシー………………JR福井駅から約10分

教職大学院ホームページの紹介

ニュースレターNo.13～19のバックナンバー
ご希望の方はお問合せください。 
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全国の範となる
福井大学方式
学長 福田  優
大学教員がチームで拠点校に出向き
現職教師の教育力を高め, 学校のリー
ダーとなる教員を養成するコースと
若い教師の教師力アップを目指す
コースとから成る教職大学院は「福

井大学方式」として全国の範となっ
ています。教育の改革の必要性が強
く求められている今日において, 福井
大学方式の教職大学院の果たすべき
役割は極めて大きく, その成功を心か
ら期待しています。

実践を重視した
学校づくりを
教育学研究科長   梅澤  章男
福井大学教職大学院にはいくつかの
ユニークさがあります。その一つは, 
学校を拠点とした教育方法を採用し
ている点で, 専任教員が院生の所属す
る学校を定期的に訪問することで大
学院教育が行われています。特徴を

もう一つあげると, 学校の先生方の組
織づくりを重視している点です。子
どもたちにとって良い学校は, そこ
で働く教員集団がとりわけ重要と考
えているからです。実践を通して良
い学校づくりを参加したいと思って
らっしゃる方には非常に適した大学
院だと思います。



教職大学院設置の目的 教育課程の概要

変化の激しい21世紀の社会を生きる子どもたち

が, よりよく自己実現するために, 学校には多く

のことが求められています。家庭, 地域, 学校の

連携で地域の教育力を高める必要があります。

とりわけ学校においては, 教員の専門的力量の向

上と協働研究が重要になります。そのために福

井大学は, 21世紀の学校教育を担う教員の専門的

力量の開発を目的として, 教職大学院を開設しま

した。

つの特徴

今日的課題に焦点を当てた協働研究を支援
します。

大学教員がティームでバックアップします。

大学教員は幼・小・中・高・特別支援の学校
現場へ出向きます。

学校行事等に配慮した集中的な講座を開設
します。

全国の教職大学院や優れた実践とつながり
ます。 

学位 …………… 教職修士（専門職）
　　　　　　　　※新しい学位の授与

修業年限 ……… 原則として2年
　　　　　　　　（1年を許可する場合もある）

必要修得単位 … 学校における実習
 共通科目, コース別選択科目
 計45単位以上を取得すること

入学定員 ……… 名

　　　　　　　　（ 教職専門性開発コース    15名 ）　　　　　　　　  スクールリーダー養成コース 15名
 現職教員（臨時任用教員を含む）
 学部進学者

募集要項 ……… 学生募集要項は6月に発表予定



教育課程の特色 教育課程の構成

スクールリーダー
養成コース※

教職専門性
開発コース 2年次　

0単位

6単位

13単位

19単位

1年次　

10単位

14単位 

2単位

26単位

 学年履修単位（目安）

学校における実習 （10単位）

共通科目 　　　　（20単位）  

コース別選択科目（15単位）  

　　　　　　合計（45単位） 

学校拠点の協働実践研究プロジェクト
学校を拠点とし, 学校が抱える課題について大学と学
校が協働して取り組みます。

教職専門性の開発・発展を支援
「実践力」「マネジメント力」「省察・研究能力」「理念
と責任」の4つの軸で教育課程を構造化するとともに, 
世代交流のサイクルを新たに創り出していきます。

長期実践報告の作成
修士論文は課しませんが, 長期実践報告の作成と発表
を行います。

1年間の学校における実習
学校の1年間のサイクルに沿って1年間にわたって行
います。ただし, スクールリーダー養成コースの「ス
クールリーダー実習Ⅰ」（7単位）については, 所定の
条件を満たす場合に免除が認められることがありま
す。

事例研究中心の共通科目
「教育課程の編成・実施」「教科等の実践的な指導法」
「生徒指導・教育相談」「学級経営・学校経営」「学校と
教師の在り方」の5領域について, 学校拠点の協働研究・
カンファレンス・事例研究を通して学びます。

コース別選択科目
「カリキュラムと授業」「子どもの成長発達支援」「コ
ミュニティとしての学校」の3つの系の中から1 つを
選択し, 主題に沿って実践と研究を深めます。

※ 基本的に2年間を原則とするが, 1年の学修によって所要の単位をす
べて取得した場合の短期修了もこれを認める。

  

授業科目例

 共通科目例

カリキュラムのデザインの実践事例研究

授業づくりの長期実践事例研究

児童生徒の成長・発達支援の長期実践事例研究

学校協働組織マネジメント

教師の実践的力量形成の課題と実践

 コース別選択科目例

カリキュラム・授業改革マネジメント 学校拠点

長期協働実践プロジェクト

児童生徒の成長・発達支援 学校拠点長期協働実

践プロジェクト

コミュニティとしての学校と教師の力量形成 

　　 学校拠点長期協働実践プロジェクト

※ いずれの科目も3, 4人の大学教員が ティームで担
当します。 

 修 了 生 の 声     
あわら市芦原小学校
教諭 木内 彩乃
教職大学院での2年間の学びは, 学校
現場と直接つながっていることばかり
でしたが, 実際に働いてみると, やっぱり毎日分から
ないことの連続です。しかし, 大学院で学んだ, 子ど
もの成長のために今の自分ができることを積極的に探
す姿勢は, 今の自分の基礎であり, 指針になっている
と日々感じています。

 修 了 生 の 声      
福井県立藤島高等学校
教諭 山内 康司
授業では, 「実物をなるべく見せよ
う」「クラス集団が学び合う場面は
どこか」ということを意識するようにな
りました。少しずつですが, 物理の授業に探究的な活
動を取り入れるようにしてきたところ, 従来の授業と
比べ, 生徒の反応が変化してきました。大学院を修了
しても, そこで築いた協働コミュニティは連綿とつな
がっていると感じています。



教職大学院の 年

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教職専門性開発コース

開講式

合同カンファレンス

ラウンドテーブル

授業実践

集中講座

拠点校での協働研究

国際フォーラム

集中講座

長期実践報告会

ラウンドテーブル

学位記授与式

 在 学 生 の 声
福井市至民中学校
教諭 髙間 祐治
拠点校である至民中学校
で授業研究を中心にした
新しい学校づくりに取り組
んでいます。40歳を過ぎてからの教職大学
院での学びは新鮮で,教師の力量形成を積む
中,今もなお成長している自分に感動してい
ます。その学びを通して大学院スタッフや院
生,そして全国の授業研究・学校改革に取り
組む先生方と協働研究できることも大きな魅
力です。自分の実践を省察し,新たな取組に
生かすことで自分も学校も生き生きしています。

 在 学 生 の 声
教職専門性開発コース
2年 岸本 千佳
長期インターンシップ
では, 教科指導, 生徒指導, 
学級づくりについて, それぞ
れ, 「実践-省察-実践」というサイクルを繰り
返すことで学んできました。子どもの学習と
成長を長期スパンでとらえる視点を持ち, そ
れらを支える教師の支援・指導の在り方を
考えながらの実践でした。「学び続ける教師」
となる第一歩を踏み出すことができたと思っ
ています。

スクールリーダー養成コース




